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8県民だより奈良  2024年12月号

は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
128

　
　
忘
れ
草
を
わ
た
し
は
紐
に
つ
け
る
。

な
つ
か
し
い
、あ
の
香
具
山
の
故
郷
を
忘

れ
よ
う
と
思
っ
て
。

訳

大
伴 

旅
人 

巻
三(

三
三
四
番
歌
） 

忘
れ
草
　
わ
が
紐
に
付
く
　
香
具
山
の
　

故
り
に
し
里
を
　
忘
れ
む
が
た
め

「
夏
の
雑
歌（
3
）」（
巻
8・1
4
8
0
〜
1
4
8
8
番
歌
）

　
中
本
和（
当
館
主
任
研
究
員
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着
・
申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は
要
申
込

◆
万
葉
集
を
よ
む
無
料

12
月
4
日（
水
）14
時
〜
15
時
30
分

ぞ
う 

か

◆
万
葉
古
代
学
講
座
無
料

「
万
葉
歌
と
楽
府
詩
」

　
井
上
さ
や
か（
当
館
企
画・研
究
係
長
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着
・
申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は
要
申
込

12
月
15
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

お
お
と
も
の    

た
び

と

　
こ
の
歌
は「
帥
大
伴
卿
の
歌
五
首
」と
題
さ

れ
た
中
の
四
首
目
で
す
。帥
大
伴
卿
と
は
、大

宰
帥（
大
宰
府
の
長
官
）で
あ
る
大
伴
旅
人

を
指
し
ま
す
。旅
人
は
天
智
四（
六
六
五
）年

の
生
ま
れ
で
、四
十
六
歳
の
時
に
平
城
京
遷

都
が
行
わ
れ
る
ま
で
飛
鳥
・
藤
原
の
地
で
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。遷
都
か
ら
十
七
年
ほ
ど

た
っ
た
こ
ろ
、大
宰
帥
に
任
ぜ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
、宴
の
場
で
部
下
が
詠
ん
だ
歌

に
対
す
る
返
歌
の
一
首
で
す
。「
奈
良
の
都
を

思
ほ
す
や
君（
奈
良
の
都
を
思
わ
れ
ま
す
か
、

あ
な
た
）」（
巻
三
・
三
三
〇
番
歌
）と
の
問
い

か
け
に
対
し
、奈
良
の
都
だ
け
で
な
く
、吉
野

の
川
と「
故
郷
」へ
の
思
い
が
連
作
で
詠
ま
れ

ま
す
。『
万
葉
集
』中
、「
故
郷
」は
飛
鳥
を
指

す
こ
と
が
多
く
、中
で
も
旅
人
に
と
っ
て
望

郷
の
原
点
と
な
る
の
が
香
具
山
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
香
具
山
は
大
和
三
山（
香
具
山
・
畝
傍
山
・

耳
成
山
）の
一
つ
で
、「
天
の
香
具
山
」と
も
呼

ば
れ
ま
す
。舒
明
天
皇
の
国
見
歌
に「
大
和
に

は
群
山
あ
れ
ど
と
り
よ
ろ
ふ
天
の
香
具
山
」

（
巻
一
・二
番
歌
）と
あ
る
よ
う
に
、飛
鳥
に
宮

が
あ
る
時
代
か
ら
特
別
な
山
と
し
て
詠
ま
れ

て
い
ま
し
た
。「
天
降
り
つ
く
天
の
香
具
山
」

（
巻
三
・
二
五
七
番
歌
）と
も
歌
わ
れ
、伊
予

国
風
土
記
逸
文
に
も
天
か
ら
降
り
て
来
た
山

だ
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。た
だ
、今
回
の
歌
で

は「
天
の
」が
つ
い
て
お
ら
ず
、神
話
的
背
景
と

い
う
よ
り
も
実
際
の
地
名
と
し
て
の
香
具
山

が
詠
ま
れ
ま
す
。藤
原
宮
の
御
井
の
歌（
巻

一
・
五
二
番
歌
）で
も「
大
和
の
青
香
具
山
」と

詠
ま
れ
、香
具
山
が
大
和
の
代
表
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　「
忘
れ
草
」と
は
萱
草
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
、中
国
の
書
物
に
、萱
草
は
憂
い
を
忘
れ
さ

せ
る
、と
あ
り
ま
す（『
文
選
』五
三
・
養
生

論
）。『
万
葉
集
』に
全
五
例
あ
り
、こ
の
歌
以

外
は
恋
の
歌
に
用
い
ら
れ
ま
す
。恋
心
と
同

様
、い
っ
そ
忘
れ
た
い
の
に
忘
れ
ら
れ
な
い
強

い
懐
か
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
平
二（
七
三
〇
）年
十
二
月
に
帰
京
し
た

旅
人
は
、翌
年
一
月
従
二
位
と
な
り
、七
月
に

六
十
七
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。香
具
山
を

見
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
本
文
　
万
葉
文
化
館
　
阪
口
由
佳
）

香
具
山
の
故
り
に
し
里

万
葉
文
化
館 

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉
　
冬

1
月
上
旬
〜
3
月
上
旬

ふ

ひ
も

そ
ち

 

だ

む
ら 

や
ま

う
ね
び

み
み
な
し

 

あ
　 

もか
ん 

ぞ
うも

ん 

ぜ
ん

ざ
い
の
そ
ち

が 
 

ふ 

し

万葉文化館の館内をご紹介

一般展示室（歌の広場）
万葉の世界を体感できる
展示空間

特別展示室
日本最古の鋳造銭とされる
富本銭（複製）などを展示
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